
在
、
高
さ
四
〜
五
㍍
ま
で
に
生
長
し
た
樹
木
は
ク
ロ
キ
、
ヤ
マ
モ
モ
、

リ
ョ
ウ
ブ
、
ネ
ジ
キ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
、
ア
ラ

カ
シ
、
タ
ム
シ
バ
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
も
樹
木
は
増
え

続
け
る
が
、
も
と
の
よ
う
な
ア
カ
マ
ツ
林
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
照

葉
樹
林
へ
と
遷
移
す
る
で
あ
ろ
う
。

タ
ム
シ
バ
は
分
布
上
注
目
に
値
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
植
物
は
も
と

も
と
気
温
の
低
い
暖
帯
上
部
か
ら
温
帯
に
か
け
て
生
育
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
町
の
よ
う
な
暖
帯
下
部
の
地
に
群
落
が
あ
る
の
は
極
め
て
ま
れ
で

あ
る
。
タ
ム
シ
バ
の
花
は
コ
ブ
シ
に
似
た
白
い
花
で
、
三
月
下
旬
か
ら
四

月
上
旬
に
か
け
て
山
を
彩
る
。

城
坂
峠
か
ら
東
に
約
四
〇
〇
㍍
入
っ
た
所
に
標
高
二
二
〇
㍍
の
下
久
保

山
が
あ
り
、
そ
の
南
西
斜
面
に
は
面
積
は
約
一
㌶
と
あ
ま
り
広
く
は
な
い

が
、
巨
大
な
花
崗
岩
の
岩
盤
が
露
出
し
た
所
が
あ
る
。
樹
木
は
岩
盤
の
く

ぼ
み
や
割
れ
目
に
か
ろ
う
じ
て
生
育
し
て
お
り
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
景

観
を
呈
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
き
な
ア
カ
マ
ツ
が
生
育
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
枯
れ
て
高
さ
五
㍍
く
ら
い
ま
で
の
幼
木
の
み
に

な
っ
て
い
る
。
高
木
は
な
く
ア
カ
マ
ツ
と
同
様
の
亜
高
木
に
コ
ナ
ラ
や
コ

シ
ア
ブ
ラ
が
あ
り
、
低
木
層
に
は
ソ
ヨ
ゴ
、
コ
ナ
ラ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ネ
ジ

キ
、
ク
ロ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ク

リ
、
ク
ロ
バ
イ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
な
ど
、
草
本
層
に
は
こ

れ
ま
で
の
樹
木
の
幼
木
の
ほ
か
に
コ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
マ

ル
バ
ハ
ギ
、
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
、
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ア
リ
ノ

ト
ウ
グ
サ
、
ト
ダ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
が
出
現
し
た
。

三

社
寺
林
の
植
生

勝
山
町
で
は
標
高
五
〇
㍍
以
下
の
平
野
部
に
多
数
の
小
さ
な
森
が
散
在

し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
古
墳
で
あ
っ
た
り
、
神
社
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
、
溜
池
の
周
辺
で
あ
っ
た
り
す
る
。
神
社
林
の
場
合
、
森
全
体
が
自
然

林
で
あ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
た
い
て
い
そ
の
一
部
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植

林
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
胸
の
観
音
、
勝
山
神
社
、
綾
塚
古

墳
、
扇
八
幡
古
墳
、
箕
田
大
池
の
五
か
所
の
森
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
五

か
所
と
も
優
占
種
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
で
あ
り
、
亜
高
木
層
な
い
し
低
木
層
に

ミ
ミ
ズ
バ
イ
が
出
現
す
る
の
で
本
町
の
低
地
の
シ
イ
林
は
植
物
社
会
学
的

に
は
ス
ダ
ジ
イ＝

ミ
ミ
ズ
バ
イ
群
集
に
属
す
る
。
町
内
の
シ
イ
に
は
ツ
ブ

写真１―１４ 扇八幡古墳の後円墳上の植生

写真１―１５ 胸の観音駐車場付近のシイ群落
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１つの方形区だけに出現した種類
第１方形区：ハマクサギ、コシアブラ、ゴンズイ、フウトウカズラ、フユイチゴ、シュンラン、チヂミザサ
第２方形区：アカガシ、ネジキ、リョウブ、コバンモチ、ホソバタブ、コシダ、ナキリスゲ、シシガシラ
第４方形区：カゴノキ、ヒメユズリハ、ヤマハゼ、アケビ、ヘクソカズラ、ネザサ、ヒノキ
第５方形区：ヤブツバキ、サカキ、ツルコウジ、シュロ、ヤツデ

注 植物組成表（表１―１～表１―３）の見方
・T１は高木層、T２は亜高木層、Ｓは低木層、Ｈは草本層を示す。
・被度および被度階級＝ある種類が方形区（植生調査区域）の地表面に占める度合を被度とよび、被度階級
で示す。

被度階級 植物の占める面積 被度階級 植物の占める面積
５ 方形区全体の１～３／４ ２ 方形区全体の１／４～１／８
４ ３／４～１／２ １ １／８～１／１６
３ １／２～１／４ ＋ １／１６以下

・常在度＝調査した方形区のどれだけにその植物が出現したかを２０％ごとの５段階（Ⅴ～Ⅰ）に分けたもので
被度および常在度の高い種類がその群落の優占種となる。

表１―３ 平野部の森の植生

２００２．８調査

５

扇八幡古墳

４５
E
５

２０×２０
２３

１０～２５
３～１０
１～３
０～１

１００
６０
５０
９０

４

箕田大池の森

５０
N
２０
１５×２０
３２

８～１８
３～８
１～３
０～１

１００
８０
３０
１５

３

勝山神社

５０
N４５W
２０
２０×２０
１７

８～１７
３～８
１～３
０～１

１００
３０
１０
５

２

綾塚古墳

４０
N７０W
１０
１０×２０
２９

８～１５
３～８
１～３
０～１

１００
７０
５０
５０

１

胸の観音

８０
E２０S
１０
２０×２０
３３

８～１５
３～８
１～３
０～１

１００
４０
３０
５

方形区番号

地 名

高 度（m）
方 向
傾 斜（ °）
面 積（m２）
出 現 種 数

高木層
亜高木層
低木層
草本層

高木層
亜高木層
低木層
草本層

植
物
高（
m
）
植
被
率（
％
）

常在度

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

５

・

＋

＋

・

・

・

・

・

＋

・

・

・

・

・

＋

・

４

＋

＋

＋

・

・

・

＋

＋

・

＋

＋

１

＋

＋

＋

＋

３

・

・

・

＋

・

＋

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

＋

・

・

＋

＋

・

・

・

・

＋

１

＋

＋

＋

・

・

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

・

・

・

・

・

・

＋

方形区番号

サカキ S

シロダモ SH

コクラン H

ネズミモチ T２S

フジ T１
ヤブムラサキ S

キヅタ H

ヤマフジ H

ムベ H

コナラ T１
ヤマザクラ T１
ウラジロ H

ホソバジャノヒゲ H

ベニシダ H

ハナミョウガ H

ヤブニッケイ SH

常在度

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

５

５

４

２

＋

＋

２

＋

３

３

＋

＋

・

・

＋

１

＋

４

５

３

２

＋

３

＋

＋

・

＋

１

・

＋

＋

＋

＋

・

３

５

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

・

＋

＋

＋

＋

・

・

＋

２

３

２

３

２

２

＋

＋

＋

＋

・

１

＋

＋

＋

・

・

１

５

＋

＋

４

＋

１

＋

３

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

方形区番号

ツブラジイ T１T２S H

クロキ T１T２S H

ヒサカキ T２S H

オオカグマ H

カクレミノ T１T２H

ミミズバイ T２S H

ヤブラン H

テイカカズラ T１H

オオアリドウシ H

タブノキ T１S

アラカシ T２S H

ヤブコウジ H

ホソバカナワラビ H

サルトリイバラ H

イヌビワ T２S H

モチノキ T２S
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ラ
ジ
イ
と
ス
ダ
ジ
イ
の
二
種
類
が
あ
る
が
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の
方
が
多
い
。
ど

ち
ら
と
も
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
堅
果
を
見
な
い
と
判
別
し
難
い
の
で

組
成
表
で
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
と
し
て
挙
げ
た
。
一
般
的
に
は
ス
ダ
ジ
イ
は
海

岸
寄
り
の
地
域
に
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
は
内
陸
の
地
域
に
分
布
す
る
種
類
で
あ

る
。町

内
の
五
か
所
の
森
を
総
合
す
る
と
高
木
層
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
に
次
い
で

ク
ロ
キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
、
亜
高
木
層
は
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、

ア
ラ
カ
シ
、
モ
チ
ノ
キ
な
ど
、
低
木
層
は
ヒ
サ
カ
キ
、
サ
カ
キ
、
イ
ヌ
ビ

ワ
な
ど
、
草
本
層
は
ヤ
ブ
ラ
ン
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
オ
オ
ア
リ
ド
ウ
シ
、

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
オ
オ
カ
グ
マ
、
ホ
ソ
バ
カ
ナ
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
被
度
や
常
在

度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
照
葉
樹
林
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
し
か

し
、
仲
哀
山
地
な
ど
と
同
様
に
低
地
に
お
い
て
も
、
一
般
の
照
葉
樹
林
で

は
普
通
種
で
あ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ア
オ
キ
が
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
。

胸
の
観
音
で
は
第
一
駐
車
場
の
上
部
を
調
査
し
た
。
直
径
五
〇
�
、
樹

高
一
五
㍍
の
や
や
古
い
す
ぐ
れ
た
シ
イ
林
で
あ
る
。
シ
イ
の
樹
下
に
は
亜

高
木
や
低
木
の
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
草
本
層
に
オ
オ
カ
グ
マ
の
多
い
林
で
あ

る
。
綾
塚
古
墳
で
は
二
又
池
に
続
く
斜
面
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
シ
イ

に
ク
ロ
キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
リ
ョ

ウ
ブ
な
ど
が
交
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
低
地
に
ア
カ
ガ
シ
が
出
現
す

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
勝
山
神
社
で
は
長
い
参
道
の
両
側
に
帯
状

に
シ
イ
林
が
残
り
、
他
は
人
工
林
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社
殿
跡
の
左

側
に
は
シ
イ
林
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。
箕
田
大
池
で
は
南
側
の
手
前

に
ヒ
ノ
キ
林
が
あ
り
、
そ
れ
を
抜
け
る
と
自
然
林
と
な
る
。
シ
イ
の
他
に

は
ク
ロ
キ
と
カ
ク
レ
ミ
ノ
が
多
い
。
扇
八
幡
古
墳
は
六
世
紀
前
半
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
。
古
墳
上
や
そ
の
周
辺
に
は
大
径
木
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
低
木
や
草
本
は
刈
ら
れ
て
一
見
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
樹
木
の
主
な

種
類
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ナ
ナ
メ

ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
、
ク
ロ
キ
、

カ
ク
レ
ミ
ノ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
ホ
ソ
バ
タ
ブ
、

ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、
サ
カ
キ
な
ど
の
自
然
木
と
イ
チ
ョ
ウ
や
ス
ギ

の
植
栽
で
あ
る
。
周
囲
四
四
〇
�
、
高
さ
二
三
㍍
の
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や
周
囲

三
二
四
�
、
高
さ
二
五
㍍
の
イ
チ
イ
ガ
シ
、
そ
れ
に
分
布
の
ま
れ
な
ヤ
マ

モ
ガ
シ
の
存
在
が
目
を
引
く
。
調
査
は
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
北
側
で

行
っ
た
。
こ
こ
で
は
樹
下
に
ク
ロ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
が
多
く

見
ら
れ
、
草
本
層
は
オ
オ
ア
リ
ド
ウ
シ
と
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
で
埋
ま
っ
て
い

た
。四

長
峡
川
の
植
生

長
峡
川
の
本
町
最
下
流
に
あ
た
る
上
田
橋
か
ら
上
流
の
岩
熊
橋
及
び
上

河
内
橋
ま
で
の
間
を
平
成
十
三
年
十
月
に
調
査
し
た
。
川
の
中
の
植
生
は

洪
水
に
よ
り
、
ま
た
、
堆
積
し
た
土
砂
や
生
え
た
植
物
を
除
去
す
る
な
ど

の
作
業
に
よ
り
川
の
中
の
状
況
が
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
た
め
に
同
じ
場

所
に
同
じ
植
生
が
い
つ
も
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
平
成
十
四
年

夏
に
は
た
び
た
び
洪
水
が
発
生
し
た
の
で
こ
こ
に
記
し
た
状
況
は
す
で
に
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